
「第２回熊本県産アサリブランド再生協議会」次第 

 

日時：令和４年３月１０日（木）１６：１０～ 

場所：ホテル熊本テルサ ３階 たい樹 

                        

１ 開会                         

（１）知事挨拶 

 

２ 議事 

（１）議題 

     １ 第１回協議会の振り返り        

２ アサリ産地偽装を抑止する仕組みの構築     

３ 熊本モデルの構築 ～第１ステージ（案）～ 

４ 熊本モデルの構築 ～第２ステージ（案）～ 

５ 産地保証された県産アサリ販売協力店認証制度（案） 

６ ブランド力向上の取組み（案） 

７ 今後のスケジュール    

            

   （２）その他                     

   

３ 閉会 
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第2回 熊本県産アサリブランド再生協議会 資料

令和４年（2022年）3月10日（木）
緑川河口域干潟 航空写真（平成16年（2004年）頃）



第2回 熊本県産アサリブランド再生協議会

＜内容＞

１ 第１回協議会の振り返り

２ アサリ産地偽装を抑止する仕組みの構築

３ 熊本モデルの構築 ～第１ステージ（案）～

４ 熊本モデルの構築 ～第２ステージ（案）～

５ 産地保証された県産アサリ販売協力店認証制度（案）

６ ブランド力向上の取組み（案）

７ 今後のスケジュール
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白川河口域干潟 航空写真
（平成16年（2004年）頃）



１ 第１回協議会の振り返り

【主なご意見】

① シジミのトレーサビリティシステムを応用できないか

産地偽装を防止するため、流通過程のどこが課題かを明確にし、
議論を進めることが必要

輸入アサリを扱う流通業者と、県産を取り扱う業者を切り分けるこ
とが必要

アサリの流通過程で必要となる砂抜き工程において、熊本県産と他
の産地のアサリが混ざらない仕組みが必要

他産地のアサリが混ざらないためには、産直のような流通が一番間
違いないが、砂抜きをどこで誰がするのかが課題 2

②



１ 第１回協議会の振り返り…①
◎小川原湖産大和しじみトレーサビリティシステム（http://www.jf-ogawarako.com/shijimi/）
（１）目的：産地表示に対する信頼性確保、ブランド化、責任の明確化
（２）開始時期：平成20年（2008年）4月～
（３）参加者：生産者 ⇒ 選別済みシジミを漁協に全量出荷

漁協 ⇒ 全量を入札し買受人に出荷(事前に品質検査実施）
買受人 ⇒ 落札したシジミを一歩川下に出荷（砂抜き梱包)

（４）具体的な方法
①漁協は水揚げ出荷情報をDBに登録し、QRコードを発行
②買受人は一歩川下側へQRコードを入れて出荷
出荷販売記録、QRコードの枚数と番号を記録し保管
③一歩川下側（仲卸、小売り、消費者）はQRコードで出荷情報取得可能

3※画像はすべて小川原湖漁協のホームページから引用しています。

http://www.jf-ogawarako.com/shijimi/


１ 第１回協議会の振り返り…①
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（５）アサリ産地偽装を防ぐ仕組みへの応用について

◆ 水揚げ出荷情報DB登録とQRコードによる産地情報確認

→消費者に産地の情報を提供するために、DBなどでの出荷情報
の開示とQRコードなどの確認ツールは応用可能

◆ 出荷量に基づく規定数のQRコードシール発行

→アサリは流通過程や店頭での荷姿が様々なため、同じ方法で
は管理が難しく別の方法の検討が必要

◆ 出荷販売記録書類の保管（買受人）

→流通が多様なアサリでは、書類記録では速やかな不正情報の
把握が難しく、デジタル技術を利用した仕組みが必要
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１ 第１回協議会の振り返り…②
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養
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場

蓄
養
場 搬出搬入

保税・出荷調整

保税地：三池、熊本、三角 2,448トン

保税地：下関 8,364トン

2割程度

保税？・出荷調整？

【アサリ流通のイメージ】（県聞き取り調査及び財務省貿易統計を基に作成）

輸
入
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貿易統計

R3年輸入量
30,419トン

うち7月～12月分
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場
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貝
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協
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熊本県漁連

共販

出荷

集荷

2割程度

8割程度

県聞き取り調査
（速報値）

R3年漁獲量
35トン程度

県
産
天
然
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地
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選別
砂抜き
包装
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内
外
の
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等
（
砂
抜
き
・
選
別
な
ど
）

県産アサリと外国産アサリが同じ
場所で混在する可能性が高い箇所

〇砂抜き選別済みのアサリ流通を求める消費者・スーパー等のニーズにどう対応していくかが要点



１ 流通過程における監視体制の強化を図り、県産アサリを偽装から守る
仕組み【第1回の御意見にもある本県の最大のポイント】

① 消費者・流通業者等が正確な産地情報を確認できること

⇒ Point１ アサリ流通の見える化が必要

② 流通過程が把握でき、不正が防止できること

⇒ Point２ 他産地のアサリとの混入抑止対策が必要

③ 簡易性、経済性に優れ、継続して実施可能なこと

⇒ Point３ 持続的にアサリの品質が確保できる体制が必要

２ 産地保証された県産アサリを購入できる販売店を見える化する仕組み

⇒ 県産アサリ販売協力店の認証が必要
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２ アサリ産地偽装を抑止する仕組みの構築
～ 目指す姿：消費者が安心して購入できる熊本県産活きアサリの流通 ～
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２ アサリ産地偽装を抑止する仕組みの構築
～ 目指す姿：消費者が安心して購入できる熊本県産活きアサリの流通 ～

・クラウド上でのデータ管理による流通監視体制の構築
・産地証明書等の発行作業やデータ管理の省力化

★「熊本モデル」の段階的な構築

Point１ アサリ流通の見える化
・県漁連HPで入札結果やアサリ漁獲情報の公表
・販売店における調達ルートの登録 ・認証した販売協力店への産地証明書の発行

Point２ 他産地アサリの混入抑止
・管理下での砂抜き・選別の実施 ・入口(出荷)と出口(販売)の数量比較
・封印した荷姿での流通規格の統一 ・ＤＮＡ検査の実施

Point３ 持続的にアサリの品質が確保できる体制整備
・確立した流通経路の有効活用
・認定工場による品質の統一（小売店が求める品質の確保）

■第２ステージ（６月以降）：デジタル技術を活用した体制へ移行

■第１ステージ（４～５月）：『熊本モデル』の実証（モデル販売協力店との協定）



漁
業
者

消
費
者

販
売
店

・砂抜き
・選別

加
工
場

R4.3.2
熊本県水産振興課

県
漁
連
（
入
札
会
）

落
札
業
者

これまでの熊本県産アサリの流通体系

アサリ産地証明書

このアサリは熊本県産ア
サリであることを証明し
ます

〇〇〇水産

産地証明書を掲示

漁
業
協
同
組
合 12kg

３ 熊本モデルの構築 ～現行の流通体系～
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これまでの流通（対策が不足していた点）
①入札情報が未公表
➁加工後の荷姿が様々で、誰でも開封小分けが可能
③消費者から産地の確認ができない

活
あ
さ
り

3kg

この産地証明書
は本物かしら？

流
通
業
者

1kg

活
あ
さ
り

12kg12kg

産地証明書

流
通
業
者

流
通
業
者

1kg
1kg

活
あ
さ
り



漁
業
者

消
費
者

モ
デ
ル
販
売
協
力
店

・砂抜き
・選別
・ネット詰め
・QRコード
同封後封印

認
定
工
場

R4.3.2
熊本県水産振興課

県
漁
連
（
入
札
会
）

落
札
業
者

アサリの
DNA検査

３つのポイントに対応した、『熊本モデル』の実証

産地証明書

〇〇スーパー様
熊本県○○漁協から、○
月○日に出荷された熊本
県産アサリであることを
証明します

熊本県漁連
○○漁協

産地証明書を掲示

漁
業
協
同
組
合

1kg
熊本県産アサリの
「荷姿」が完成

アサリの
DNA検査

QRコード

アサリの
DNA検査

３ 熊本モデルの構築 ～第１ステージ（案）～

○月○日に熊本
から出荷された
ものなのね！
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『熊本モデル 第１ステージ』の特徴 県と県漁連が連携した監視体制の構築

①ＨＰで入札情報や漁獲情報の公表
②認定工場による１回限りの開封、同一規格で小売店へ
③消費者による産地の確認が可能（県漁連が個別販売店へ産地証明書を発行）

（県認証）
ＨＰ
公表

県漁連
認定

入口の量 出口の量数量の検証

12kg12kg12kg

産地証明書



①熊本県産アサリ専用水槽
（砂抜き） ②洗浄水槽

(真水洗浄)

③選別作業台
(割れ貝・死殻の除去)

④計量・梱包
(ネットに梱包)

⑤封印・出荷(タグ等で封印)

12kg/ネット

1kg/ネット

「認定工場」における砂抜き・選別・出荷の見える化
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見える化

＜認定要件＞
〇 県漁連、県による監視（常時監視、抜き打ち検査、書類確認等）
〇 県産アサリの選別・砂抜き作業と他産地産アサリの分離…等

見える化
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４ 熊本モデルの構築 ～第２ステージ（案）～

Point2

Point3

Point4

Point5

Point1

『熊本モデル 第２ステージ』の特徴
① 第１ステージの取組みをベースとしたデジタル化による流通監視体制の強化
➁ 「産地証明書」等の発行作業やデータ管理の省力化

県漁連は、偽装の疑いのある事業者を速やかに絞り込み
（クラウド上で不審な取引は自動で検出し、県漁連に通知）

流通業者は、仕入れたアサリが「熊本県産」であることをスマホ上で確認
（仕入先から送られたQRコードを読み取ると、産地情報が表示）

小売店は、スマホの簡単操作で産地証明書を入手
（QRコードが順々につながることで、初めて産地証明書の発行が可能になる仕組み）

消費者は、店頭の産地証明書を見て安心して購入
（産地証明書のQRコードを読み取ると、産地情報や販売店情報を確認可能）

漁業者、認定工場、小売店の各段階でのDNA検査で､“熊本モデル”の信用性を補完
（輸入アサリの混入がないことを科学的に裏付け)
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４ 熊本モデルの構築 ～第２ステージ（案）～

産地証明データベース（クラウド上のデータ）【県漁連と県が監視】
不審な取引があった場合、入力されたデータを元に、どのようなルートで販売されたのか追跡可能

・砂抜き、選別
・ネット詰め
・封印

QRコード
発行

県漁連
（入札）

漁協名
水揚日
出荷量
出荷日

・漁協名
・水揚日
・出荷量
・出荷日

流通業者ごとに
枝番のついたQR
コード発行

・工場名
・流通業者ご
との販売量

・販売日

・業者名
・小売店ごと
の販売量

・販売日

小売店ごとに
枝番のついた
QRコード発行

スマホでQRコー
ドを読み取って
操作するだけ

漁協名、水揚日
出荷量、出荷日
流通業者名と
販売量

QRコードを印刷
し、送り状と共
に送付

・店舗名
・仕入量
・仕入日

産地証明
書の発行

QRコードを印刷
し、送り状と共
に送付

データベース上での数量検証

漁協漁業者 認定工場 流通業者 販売店

漁協名、水揚日
出荷量、出荷日
小売店名と
販売量

入口の数量 出口の数量

DNA検査

DNA検査

小売店で結束バン
ドを切り、パック
詰め

EC、直販等

個人出荷の漁業者の場合、漁協が水揚量等の
報告を受け、現物確認後にQRコードを発行

(※)ECサイトの場合、漁協に申請する際に輸入アサリと
混入するおそれがないことを証明する書類なども必要

QRコードを印刷
し、送り状と共
に送付

DNA検査

12kg

1kg

Point2

Point3

Point4

Point5

Point1

Point5

Point5
○月○日に熊本か
ら出荷されたもの
なのね！

消費者

産地証明書

○○スーパー様

熊本県○○漁協から、
○月○日に出荷され
た熊本県産アサリで
あることを証明しま
す
熊本県漁連
○○漁協

ＨＰ
公表

ＨＰ
公表

1kg1kg



〇 産地証明された県産アサリを購入できる販売店を県が「販売協力店」として認証
〇 「販売協力店」には県産アサリの販促活動などの支援を県・県漁連が実施

＜販売協力店への支援内容（メリット）＞

R4.3.3
水産振興課

流通アグリビジネス課

＜認証要件＞
1熊本モデルに参加し、産地証明書を店頭に掲示
2調達ルートを事前登録（販売するアサリの流通経路をリスク管理の面から販売店も把握）
3DNA検査へのサンプリングに協力（アサリを県に速やかに発送）
4調達量の報告

認証店を対象とした
販促キャンペーンの実施

（例 パックに貼ってあるシールを○枚
集めると、県産水産物プレゼントなど）

「販売協力店認証書」の発行
（店頭掲示で消費者の安心感へ）

販売協力店認証書

○○スーパー様

産地保証された熊本
県産アサリを販売す
る協力店であること
を認証します。

熊本県知事

ミニのぼりなど
県産アサリの販促資材の提供

スイングポップ（例）ミニのぼり

５ 産地保証された県産アサリ販売協力店認証制度（案）
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シール（例）



６ ブランド力向上の取組み（案）

〇 熊本モデルの流通監視システムと認証制度をPR
〇 「モデル販売協力店」と県が協定を締結し、熊本モデルの実証と県産アサリの販売を促進
〇 「モデル販売協力店」でのトップセールスと販売促進フェア等の開催

熊本県産アサリブランドの復活を目指し、販売開始に合わせ「熊本モデル」を広くＰＲ

・協定時期 令和４年３月下旬から４月上旬
・参加者 知事、県漁連、モデル販売協力店

・開催日 令和４年４月中旬
・参加者 知事、県漁連会長、くまモン隊

１ モデル販売協力店協定締結式

２ 知事によるトップセールス

３ フェアイベントの開催
・開催日 令和４年４月中旬～
・参加店舗 モデル販売協力店
・内容 熊本モデルの周知と販売促進

・開催日 令和４年６月～
・参加店舗 販売協力店
・内容 熊本モデルの周知と販売促進

第１
ステージ

（写真・画像はイメージ）

第２
ステージ
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〇 第３回協議会
日程：３月２５日（予定）
内容：第２回協議を踏まえた流通販売の仕組みやブランド力向上の

取組みの決定
※令和４年（2022年）４月以降も、引続き協議会の開催を予定しています

７ 今後のスケジュール
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